
第67回 日大スポーツ医学勉強会 
 

 

日時：平成 31 年 1 月 19 日（土）15:00～19:30  

会場：ソラシティカンファレンスセンター 

       研究会参加費：2,000円、ワークショップ参加費5,000円 

                

テーマ ： 運動器エコーとファシア（fascia）の位置づけ 

- 運動器エコーによって可視化されたfasciaが多職種連携の現場に与えるもの- 
 

プ ロ グ ラ ム  

製品紹介 ：「外用剤 最近の話題」   久光製薬株式会社 

 

 

研究会開会の辞 日本大学病院 整形外科・スポーツ整形 診療准教授 洞口 敬 先生 

 

15:00～ 【多職種連携 運動器エコーワークショップ】 ※別紙参照 

 

17:00～ 【講演1･2】 

座長：日本大学病院 整形外科センター 駿河 誠 先生・小松 太一 先生 

講演1：運動器エコーとFasciaによる多職種連携 

-診断外活用法と倫理- 

講師：一般社団法人日本整形内科学研究会副会長 

株式会社ゼニタ代表取締役・理学療法士・鍼灸師 銭田 良博 先生 

講演2：法令☓倫理☓職種で整理する運動器エコーとFasciaの扱い方 

- 適切な「ことば使い」とは？ - 
講師：一般社団法人日本整形内科学研究会学術局長・会員管理局長 

弘前大学医学部総合診療部 小林 只 先生 

 

18:00～ 【特別講演】 

座長：日本大学病院 整形外科・スポーツ整形 診療准教授 洞口 敬 先生 

演題： Fasciaハイドロリリースは運動器診療に何をもたらしたか 

- 肩関節、TOS、脊椎周囲、坐骨神経周囲、膝関節など - 

講師：一般社団法人日本整形内科学研究会会長・木村ペインクリニック 

院長 木村 裕明 先生 

 

19:00～ 【全体質疑応答・エコー描出・ハイドロリリース実演】 

 

演題1・2：[14-3] 医療倫理 

特別演題：[7] 脊椎・脊髄疾患、[13]リハビリテーション、[S] スポーツ単位   

 nichidai-sports.com 


